[bookmark: _Hlk26454994]要旨
[bookmark: _Hlk42599367]目的：周産期遺伝看護教育プログラムに参加した母性看護専門看護師の、臨床看護実践課題における看護実践活動を質的に分析し、看護実践の変容に対する教育の効果について検討する。
方法：日本看護協会HP上に登録された母性看護専門看護師50名に研究参加を依頼し15名が研究参加に同意した。研究参加者は、①集合研修前のDVDと教材による事前課題学習、②集合研修、③集合研修後3か月間の臨床看護実践とリフレクションによる、周産期遺伝看護教育プログラムに参加した。参加者は集合研修前に、今後臨床活動で変容させたい看護実践上の課題を一つ選択し、集合研修中に看護計画を検討し、集合研修終了後に臨床で看護実践した。調査はWeb会議システムを用いた半構成面接法により、集合研修後3カ月に個別インタビューを行った。データは質的内容分析(Mayring,2000)を行った。
結果：参加者は課題を一つ選択し臨床で看護実践した。課題別人数は、課題1：妊娠初期の妊婦ケア8名、課題2：胎児異常の診断を受けた母親のケア2名、課題3：出生後に先天異常をもつ／疑う子どもの養育支援3名、課題4：グリーフケア2名であった。参加者が本教育プログラムで自身の看護の変容を目標として取り組み実践した看護活動は、課題1：①妊娠初期の母親の理解、②助産ケアの応用による先天異常への不安の対処、③母性看護実践への遺伝看護の導入、④妊婦のケアシステムの改善、⑤助産師の遺伝看護教育、課題2：①胎児異常を診断された母親の理解、②助産ケアの応用による子どもの養育支援、③母性看護実践への遺伝看護の導入、④助産師の遺伝看護教育、課題3：①先天異常のある/疑う子どもを出産した母親の理解、②助産ケアの応用による子どもの養育支援、③母性看護実践への遺伝看護の導入、④出産後の母親への養育支援システムの改善、⑤助産師の遺伝看護教育、⑥ＣＮＳの役割に対する他者評価、課題4：①母性看護実践への遺伝看護の導入、②助産師の遺伝看護教育、③ケアシステムの改善であった。
